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協同して、2004 年に研究所 the Italian Institute of 
Technology（IIT）を設立した。この IITが、ジェ
ノバ郊外で 2006 年から運営を開始した。IITの趣
旨は、神経科学・ナノバイオ技術・ロボティクス
の基礎部門を設け、これらの学際的な協同によっ
て人型ロボット技術の研究開発を推進し、社会・
経済技術面で影響力のある成果に繋げる事である。
又、イタリアのみならず、国際的な研究拠点となる
ことを目指し、ロボット部門もSandini 氏（ジェノ
バ大と兼任）以外の部長を英・仏からを招いている。
　現時点では、日本の人型ロボットの研究開発の
水準は高く、欧米など科学･技術先進国からの研究
者を多く引き寄せている。Humanoids '06では、日
本で研究する欧州研究者も多数参加し成果を発表
していた。研究者の国際的な流動性が高まり、欧
州でも、海外からの優秀な人材を誘引することで
自国･地域の研究･開発機関の水準を高め維持しよ
うという政策が始められている。
参考 http://humanoids06.epfl.ch/　　　　　http://www.robotcub.org/
 http://www.robotics-platform.eu.com/pdf/workshop4/Benefits-Pitfalls_for_Academics-SSSA.pdf
 http://www.nistep.go.jp/achiev/ftx/jpn/stfc/stt060j/0603_03_feature_articles/200603_fa02/200603_fa02.html
